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概要：近年，複数人で共通の目的を達成するために”協調Web検索”と呼ばれる作業を行う機会が増えてい
る．協調Web検索では，Web上の情報を検索し，他者と検索結果の共有を行う．このような作業におい
て，今までの情報共有方法では，他者とWebページを共有した際に，自身の検索作業が中断されるといっ
た，コンテキストの中断が発生する．そこで，本稿では，協調Web検索におけるコンテキスト中断防止の
ためにスマートウォッチを利用する方法を提案する．この方法では，他者と共有するWebページの情報が
スマートウォッチ上に保持されるようにすることで，任意のタイミングで共有されたWebサイトの閲覧を
可能とする．
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Abstract: In recent years, opportunity to perform a task called ”collaborative Web search” for achieving a
common goal has been increasing. In collaborative Web search, people search the information on the Web
and share search results with others. During such a task, the traditional information sharing method causes
context interruption, which means that own search tasks are interrupted when sharing Web pages with oth-
ers. In this paper, we propose a method using a smart watch to prevent context interruption in collaborative
web search. In this method, the information of Web pages shared with others is kept on a smart watch,
enabling users to browse shared Web sites in voluntary timing.

1. はじめに

日本における携帯電話の普及率は 94.6％であり [1]，一

人一台の携帯電話を持つ状況となりつつある．それに加

え，世代別インターネットの利用動向では，50代以下の世

代でスマートフォンでのインターネットの利用の伸びが顕

著であり，20代にいたっては 80％を超える．また，イン

ターネットを利用する目的として，Web上の情報を検索，

収集することが挙げられている．このため，スマートフォ

ンがWebを利用する主なデバイスに移り変わることが予
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想される．

これまでに，複数人がある共通の目的を達成するために，

Web上の情報を検索し，共有を行う”協調Web検索”が日

常的に行われているという報告がされている [2]．スマー

トフォンのような端末を利用する協調Web検索では，同一

の場所に端末を持ち寄り，各々の端末で検索作業を行う．

その際，自身が興味を持ったWebページや，他者にとって

有益なWebページを共有する場面がある．Webページを

共有するための最も単純な方法は，他者とスマートフォン

を直接見せ合うことである．しかし，直接スマートフォン

を見せ合った時に，提示されたWebページに対する意見

を他者から求められると，自身の検索作業が中断される．

また，Apple社の端末に搭載されている AirDropといった

情報共有ツールを用いる方法があるが，Webページが共有

されるとポップアップによって通知されるため，自身の検
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索作業が中断される．これらから，現状の協調Web検索

ではコンテキストの中断が起こっていると考えられる．

そこで，本研究では，近年登場してきたスマートウォッ

チをコンテキスト中断防止のために利用する方法を提案

する．本利用法を実現したシステムでは，他者と共有する

Webページの情報をスマートウォッチ上に保持させること

で，任意のタイミングで共有されたWebサイトの閲覧を

可能とする．

2. 協調Web検索におけるコンテキストの中断

本節では，本研究におけるコンテキストの定義とコンテ

キストの中断が引き起こす問題について述べる．また，本

研究と関連のある文献を紹介する．

2.1 協調Web検索におけるコンテキスト

本研究におけるコンテキストとは，協調Web検索を行っ

ている際の各々のWeb検索作業と定義する．また，他者

からWebページが送られてきた際に，自身のWebページ

の閲覧を中断し，送られてきたWebページを閲覧すると

いった，意図せず自身のWeb検索作業を中断せざるを得

ない場合をコンテキストの中断とする．

2.2 コンテキストの中断が引き起こす問題

協調Web検索では，各々が検索作業を行い，共有したい

Webページがあれば共有を行い議論する．しかし，従来の

共有の方法では，コンテキストの中断が発生するため，自

身のWeb検索作業に集中することができない．それに加

え，Webページを共有する際に，共有相手が集中して作業

を行っている場合，Webページの共有をためらってしまう

ことが考えられる．

2.3 関連文献

スマートフォンを使った協調Web検索において，コンテ

キストの中断を防止することを目的とした研究 [3]がある．

この研究では，スマートフォン上に表示されている検索結

果のリスト表示について，他者から共有されたWebペー

ジの情報をリストの二番目以降に挿入していくことによっ

て，直接スマートフォンの画面を見せ合うことによる共有

回数を減らし，コンテキストの中断を防止している．この

方法では，他者から多くのWebページが共有された場合，

自身で入力した検索クエリの結果が表示しきれないため，

共有されたWebページに検索結果が占有される．そのた

め，スマートフォンのみを使った協調Web検索では，コ

ンテキストの中断を避けるには限界があると考えられる．

本研究では，スマートフォンとスマートウォッチを同時利

用することによって，協調Web検索で発生するコンテキ

ストの中断を防止する．

スマートフォンとスマートウォッチを同時利用するため

Webページ共有ボタン

図 1 ブラウザ画面

の環境を提供する方法として，スマートフォンとスマート

ウォッチを同時利用した新たなインタラクションの可能性

を探ることを目的とした研究 [4]がある．この研究では，

スマートフォンとスマートウォッチを同時利用する場合の

ジェスチャ動作を新たに創出し，そのジェスチャを利用で

きるシステムを構築している．本研究では，スマートフォ

ンとスマートウォッチを同時利用するシステムを具体化し

たものとして，協調Web検索を対象としたシステムを構

築する．

3. スマートウォッチを利用した協調Web検
索システム

本節では，システムの機能と，その実装方法について述

べる．本研究では，スマートフォンとして iPhone，スマー

トウォッチとして Apple Watchを利用する．

3.1 機能

各ユーザは iPhoneと Apple Watchをそれぞれ所持して

いることとする．図 1に，ユーザが操作する iPhoneでの

Web検索時の画面を示す. ユーザがWeb検索を行っている

際に，他者に見て欲しいWebページがあれば，「Webペー

ジ共有ボタン」を押すことによって，相手の Apple Watch

にスクリーンショット画像と URLが送信される．この際，

受信した iPhoneのWeb検索画面はそのままで，音のみで

通知をしている．図 2に，Apple Watch側で他者から受信

したWebページを閲覧できる画面を示す．他者から送ら

れてきたスクリーンショット画像は，サムネイル画像とし

てリスト表示される．この画像をタップすることで，スク

リーンショットの画像全体を確認することができる．また，

図 2の右側の画面に示されている Acceptボタンをタップ

することで，自身の iPhoneでWebページを閲覧すること

ができる．

3.2 実装

本システムでは，iPhoneと Apple Watchとの通信に，
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図 2 スマートウォッチ側の機能

①Webページの
画像とURLを送信

②キューイング

③Webページの
画像とURLを送信

④URLを送信

送信側 受信側

図 3 システム構成

Watch Connectivityを用いている．また，iPhone間の通

信には，Multipeer Connectivityを用いている．

Webページの共有に関する動作を図 3に示す．また，以

下に詳細な説明を記す．

(1) 「Webページ共有ボタン」が押されると，閲覧してい

るWebページのスクリーンショット画像と URLの

データを取得し，そのデータを相手の iPhoneへ送信

する．

(2) データを受信した iPhoneは，Apple Watchの通信状

態の検知を行い，通信可能な状態でなければ，iPhone

側で送信されてきたデータをキューイングする．

(3) iPhoneと Apple Watchが通信可能な状態であれば，

受信したデータあるいは，キューイングされている

データを iPhoneから Apple Watchに送信する．

(4) Apple Watch側で Acceptボタンがタップされると，

iPhone側へ URLを送信する．

4. 評価方針

本研究では，コンテキストの中断を防止することによっ

て，作業者の負担が低減できると期待している．したがっ

て，ポップアップによる通知を利用した協調Web検索と，

本システムを利用した協調Web検索を比較することによっ

て，作業負荷の低減を評価する．作業負荷の低減の評価方

法としては，NASA-TLXを用いてユーザにアンケート調

査をする．また，コンテキストの中断を防止することに

よって増加すると考えられる，Webページ共有回数につい

てのログを取得する．さらに，作業風景をビデオカメラで

撮影し，被験者の発話時間の計測と本システムがどのよう

に利用されているかの観察を行う．

5. おわりに

本稿では，コンテキストの中断の防止を目的に，スマー

トフォンとスマートウォッチを利用したシステムを提案

した．本システムは，スマートウォッチに他者のスマート

フォンから送信された，Webページのスクリーンショット

画像と URLの情報を保持させることで，任意のタイミン

グで受信した情報を閲覧することを可能にする．今後は，

本システムが協調Web検索にどのような影響を与えるか

評価していく．
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